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１ 計画策定の趣旨 

 

現在，本県の高齢者数は約 6３万８千人であり，要介護状態の方は約 11 万９千人，認知症

の方は１０万９千人から１１万４千人と見込まれております。また，昭和２２年から昭和２４

年に生まれた，いわゆる団塊の世代が全員７５歳以上になる令和７年（２０２５年）には，県

内の高齢者数は約 70 万人，認知症の方は約１４万３千人になると見込まれております。 

県では，平成１２年３月に「第１期みやぎ高齢者元気プラン」を策定して以来，社会情勢の

変化や地域の実情等を踏まえ，３年ごとに見直し新しいプランを策定し，各種の高齢者福祉施

策を推進してきており，高齢者が住みなれた地域で自分らしく生活できるよう，令和３年から

５年までの期間を対象に第８期高齢者元気プランを策定するものです。 

今般，現行計画の「第７期みやぎ高齢者元気プラン」（平成３０年３月策定）でも取り組ん

できた施策に加え，喫緊の課題である介護人材の確保や認知症対策，地域包括ケア体制の充

実・推進，新型コロナウイルス等感染症対策などについて新たな施策を追加し，「第８期みや

ぎ高齢者元気プラン」を策定しました。この計画によって，県の高齢者福祉政策の方向性につ

いて明らかにするとともに，地域の抱える課題解決に向けた積極的な市町村支援や各種事業の

推進を図るものです。 
 

２ 計画の位置付け 

この計画は，県の高齢者福祉施策の基本的指針となる「宮城県高齢者福祉計画」（根拠法令：

老人福祉法第２０条の９）と，県内市町村の介護保険事業の運営を支援するための計画である

「介護保険事業支援計画」（根拠法令：介護保険法第１１８条）とを一体的に定めたもので，県

政運営の基本的な指針である「新・宮城の将来ビジョン」の下，「地域福祉支援計画」や関係す

る各分野の個別計画との調和を図るとともに，「宮城県地域医療計画」等との整合を図っていま

す。 
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なお，県内市町村の「高齢者福祉計画・介護保険事業計画」において定める高齢者福祉サ

ービスや介護サービスの目標量との整合性を図りつつ，県が持つ広域性を活かして，市町村

による取組を支援する計画としています。 

 

３ 計画の期間 

この計画は，令和３年度から令和５年度までの３年間の計画として定めています。 

 

H30年度 

(2018) 

R１年度 

(2019) 

R２年度 

(2020) 

R３年度 

(2021) 

R４年度 

(2022) 

R５年度 

(2023) 

R６年度 

(2024) 

R７年度 

(2025) 

R８年度 

(2026) 

R９年度 

(2027) 

R10年度 

(2028) 

R11年度 

(2029) 

 

           

   

 

        

      

 

     

        

 

   

 

４ 「新・宮城の将来ビジョン」との関係 

   第７期みやぎ高齢者元気プランは，「宮城県震災復興計画（平成２３年１０月１９日策定）」 

  とともに，震災復興の基本に位置付け，本県の高齢者福祉の復旧と再生，更なる発展を目指し，

県民の皆様とともに取り組んできました。 

    「新・宮城の将来ビジョン」は，これまでの「宮城の将来ビジョン」「宮城県震災復興計画」

「宮城県地方創生総合戦略」に掲げる理念を継承し，一つの計画に統合されたもので，令和３

年度を初年度とする１０年間の計画となっており，第８期みやぎ高齢者元気プランは，同ビジ

ョンの政策推進の基本方向「宮城の未来をつくる４本の柱」のうち，「誰もが安心していきい

きと暮らせる地域社会づくり」に関連する計画となります。 

また，同ビジョンでは，「被災地の復興完了に向けたきめ細やかなサポート」として，「生活

再建の状況に応じた切れ目のない支援」が取組分野の一つとして掲げられており，本計画にお

いても必要な支援等の取組を推進することとしております。 

 

 

 

 

 

第７期みやぎ高齢者元気プラン 

第８期みやぎ高齢者元気プラン 

第９期みやぎ高齢者元気プラン 

第10 期みやぎ高齢者元気プラン 
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５ 持続可能な開発目標（SDGｓ）との関係 

   平成２７年（２０１５年）に国際連合で採択された持続可能な開発目標（Sustainable 

Development Goals：SDGｓ）は，令和１２年（２０３０年）を目標年度とし，「誰一人取

り残さない」持続可能で多様性と包括性のある社会の実現に向け，１７のゴールと１６９の

ターゲットから構成される「世界共通の目標」です。 

 
 

   本計画では，上記１７のゴールのうち，主に「３ すべての人に健康と福祉を」，「１１ 住 

み続けられるまちづくりを」が関連しており，これらの SDGｓの達成に向けて，市町村支援

や各種事業の推進に取り組むこととしております。 
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